
園
内
の
梅
の
木
に
実
る
梅
を
収
穫
し

て
、
梅
シ
ロ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
が
毎
年

の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
様
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
梅
の
ヘ
タ
を

取
り
、
竹
串
で
穴
を
あ
け
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
早
く
飲
み
た

い
な
あ
」
、
「
出
来
上
が
る
の
が
楽
し

み
」
等
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

ひ
ま
わ
り
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で
、

十
名
の
入
居
者
様
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
向
日
葵
の
よ

う
に
明
る
く
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
入
居
者
様
と
接
し
て
い

こ
う
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

一
人
一
人
に
合
っ
た
個
別
ケ
ア
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
先
ず
は
、
入
居
者
様
の
体
調
管
理
を
一

番
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
気
温
も
上
が

り
暑
く
な
る
た
め
、
十
分
な
水
分
量
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

飲
み
物
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
等
の
工
夫
を
行
い
、

水
分
補
給
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
着
る
物
や
寝

具
の
調
整
、
居
室
内
の
温
度
調
整
等
、
細
部
に
わ
た
っ
て
意

識
を
高
め
、
入
居
者
様
が
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
お
話
が
大
好
き
な
方
に

は
、
会
話
の
機
会
を
増
や
し
、
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
難
し

い
方
や
遠
慮
が
ち
で
職
員
に
希
望
や
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
入
居
者
様
に
対
し
て
は
、
何
気
な
い
普
段
か
ら
の

様
子
に
も
注
意
を
払
い
、
些
細
な
変
化
に
気
付
き
、
対
応
で

き
る
よ
う
努
め
て
い 

ま
す
。
ま
た
、
ご
家 

族
や
入
居
者
様
の
ご 

要
望
に
お
応
え
出
来 

る
よ
う
、
各
自
の
ス 

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め 

て
い
ま
す
。 
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季
節
の
取
り
組
み 

四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
十
名
の
入
居
利
用
者

様
が
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
七
十
五
歳
か

ら
、
な
ん
と
最
高
齢
は
百
四
歳
の
女
性
で
す
。
事
前

に
ご
本
人
に
希
望
を
伺
い
、
そ
れ
に
沿
っ
た
お
祝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
担
当
職
員

が
選
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
、
喜
ば
れ
て
い
る
ご

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
入
居
利
用
者
様
の
笑
顔
に
、

私
た
ち
職
員
も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

 

●特別養護老人ホーム 

◇介護職員（正） 

  ①  7:00～16:00 

  ② 13:00～22:00 

  ③ 22:00～ 7:00 

   ①～③のローテーション 

   ・食事、介助、入浴介助、 

   レクリエーション等  

 

◇宿直 

17:30～ 8:30 

  ・巡視及び点検、記録業務 

   施設犬の世話等 

●グループホーム 

 ◇介護職員（正） 

  ① 7:00～16:00 

  ② 10:30～19:30 

  ③ 16:30～ 9:30 

  ①～③のローテーション 

・食事、介助、入浴介助、 

   レクレーション等  

 

 

●ヘルパーステーション 

 ◇ホームヘルパー 

  9：00～18:00の間の２時間以上 

  ・高齢者宅における身体介助、 

日常生活支援 

 

   

 

 

  

◇看護師（正） 

 ①  7:00～16:00 

 ②  9:00～18:00 

 ③ 10:00～19:00 

 ①～③のローテーション 

 ・看護師免許（正・准）の何れか 

 ・利用者の健康管理、医療機関との 

調整、受診対応等 

 

◇看護師（パ） 

 ①  7:00～11:00 

 ・看護師免許（正・准）の何れか 

 ・利用者の健康管理、医療機関との 

調整、受診対応等 

 

 

～ 私たちと一緒に働きませんか ～ 職員募集 

● ご不明な点などございましたら、気軽にご連絡下さい。（担当：大山、塩田 22-2515） 

2F きんもくせい こうめ 

さくら ひまわり 1F 

米寿を迎えました 

プレゼントのぬいぐるみに笑顔が溢れます 

 

当
施
設
は
、
四
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
（
生

活
ス
ペ
ー
ス
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、

花
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
」
「
こ
う
め
」
「
き
ん 

も
く
せ
い
」
が
入
所
施
設
、「
さ 

く
ら
」
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短 

期
入
所
施
設
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
、
在
宅
で 

高
齢
者
を
介
護
さ
れ
る
方
の
介
護 

負
担
軽
減
や
一
時
的
に
介
護
が
出
来

な
い
場
合
に
短
期
間
施
設
に
入
所
し
、 

日
常
生
活
全
般
の
介
護
を
受
け
る
事
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。 

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
日
課
と
し
て
、
朝
は
十
時
半
か
ら
、

昼
は
十
四
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
と
し
て
「
運
動
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
、「
身
体
の
体
操
」
、「
頭
の
体
操
」
、「
音
楽
鑑
賞
」、「
お

茶
会
」
等
が
あ
り
ま
す
。 

ショートステイのご利用日に 

100 歳のお誕生日を迎えました。 

『いつまでも元気でね』 

ベランダに植えた向日葵の 

成長が楽しみです 

名前：えんちゃん 

犬種：トイプードル 

性別：男の子 

えんちゃん日記 

夏用のマットを 

買ってもらったワン 

気持ちがよくて 

すぐ寝ちゃうワン 

今月の作品 

トマトカップにポテサラ乗せ 

食材 トマト（器にします） 

   とろけるチーズ 

ポテトサラダ 

（じゃがいも、ベーコン、人参、マヨネーズ、塩、コショウ） 

作り方 
 トマトをくり抜き（果肉はポテトサラダに入れます）、その中に 
 ポテトサラダを入れて、チーズをのせます。 
 トースターで５分～６分焼いたら、出来上がり。 
 
 
リコピン（トマト） 
 生活習慣病予防や老化抑制効果 
ビタミンＣ（じゃがいも） 
 抗酸化作用やアンチエイジング効果、 
美肌効果やストレス解消  

折り紙細工『あさがお』 

嬉しくていつになくコーヒーがすすみます 

『習 字』 

 



平
成
３
０
年
７
月 

末
で
、
保
険
証
類
が 

更
新
と
な
り
ま
す
。 

左
記
保
険
証
類
が
、 

ご
自
宅
に
届
き
ま
し 

た
ら
、
窓
口
ま
で
、 

ご
持
参
下
さ
い
。 

◇
後
期
高
齢
者
医
療 

被
保
険
者
証 

（
七
五
歳
以
上
の
方
） 

◇
後
期
高
齢
者
医
療
標
準 

負
担
額
・
減
額
認
定
証 

（
白
色
） 

◇
介
護
保
険
負
担
割
合
証
（
ピ
ン
ク
色
） 

併
せ
て
、【
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
（
黄

緑
色
）】
も
更
新
と
な
り
ま
す
。 

こ
ち
ら
は
更
新
手
続
き 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ご
家
族
が
直
接
市
役
所 

高
齢
者
福
祉
課
の
窓
口 

で
申
請
す
る
、
も
し
く
は
施
設
で
申
請
を
代
行
致

し
ま
す
。 

                                 

」 

    

●
６
月
『 

 

』 

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》 

・
申
請
書 

 

・
ご
本
人
の
印
鑑 

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証 

・
年
金
等
が
入
金
さ
れ
て
い
る
通
帳
、
ま
た
は
通
帳

の
写
し 

（
＊
直
近
二
カ
月
分
の
収
支
の
動
き
が
わ
か
る
記

帳
が
必
要
で
す 

 

＊
ご
夫
婦
の
場
合
に
は
、
お
二
人
分
の
通
帳
の

写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
） 

ご
家
族
が
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
施
設
で
介

護
保
険
被
験
者
証
を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
施
設
窓
口
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

確
認

の
た
め
、
お
手
数
で
す
が
申
請
手
続
き
が
終
了
し

ま
し
た
ら
、
施
設
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。 

代
行
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
手
続
き
に

必
要
な
も
の
を
ご
準
備
い
た
だ
き
、
七
月
十
五
日

ま
で
に
施
設
窓
口
ま
で
、
ご
持
参
下
さ
い
。 

ご
不

明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
金
田
、
ま
た
は
阿

南
宛
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

○
問
い
合
わ
せ
先
：
二
二‐

二
五
一
五 

                            

」 

    

●
６
月
『 

 

』 

 

 

  

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

      

 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会 

参
加
者 

介
護
支
援
専
門
員 

金
田 

勝 
 

 

平
成
三
十
年
六
月
四
日
に
大
分
県
総
合
社
会
福

祉
会
館
に
て
行
わ
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
一
連
の
調
整
を
行
う
施

設
側
の
担
当
者
の
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
い
、
そ
の
一
連
の
調
整
の
こ
と
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま

す
。 

 

施
設
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
た

だ
利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
を
繋
ぐ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
理
念
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
職
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
繋
ぐ
こ
と

も
含
ま
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
、
意
義
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
施
設
側
が
希
望
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
内
容
、
利
用
者
が
望
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

内
容
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
り
、
互
い
に
満
足
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

施
設
の
受
け
入
れ
態
勢
も
重
要
で
あ
り
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
一
人
だ
け
が
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
施

設
全
体
や
職
員
一
人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
を
理
解
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。 利

用
者
側
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
、
お
互
い
の
希
望

し
て
い
る
内
容
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
作
り
を
行
う

こ
と
が
、
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
が

り
、
利
用
者
様
や
職
員
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
時
間

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

●
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
（
移
乗
介
助
）
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

参
加
者 

介
護
職
員 

大
林
由
貴 

 
 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
行
う
際
に
確
認
し
て
お
く

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
要
点
を
押
え
る
こ
と
で
事
故

防
止
と
腰
痛
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
事
故
防
止

の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
目
は
、IC

F
(

国
際
生

活
機
能
分
類)

を
把
握
し
、
リ
ス
ク
を
掌
握
す
る
こ

と
で
す
。
二
つ
目
は
、
体
調
面
に
お
い
て
の
身
体
情

報
を
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
前
に
把
握
す
る
こ
と
。
三

つ
目
は
、
環
境
情
報
を
把
握
し
課
題
と
解
決
策
を

見
つ
け
出
す
こ
と
で
す
。
事
前
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
で
、
力
任
せ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を

行
う
必
要
が
な
く
な
り
、
ケ
ガ
等
の
事
故
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
腰
痛
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
腰
の
構

造
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
腰
は
筋
肉
の
伸
縮

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
負
担
が
か
か
る
場
所

で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
際
は
物
理
法
則
も
視
野

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
目
の
ポ
イ

ン
ト
は
体
を
大
き
く
動
か
さ
な
い
、
二
つ
目
の
ポ

イ
ン
ト
は
相
手
と
の
距
離
を
近
づ
け
る
こ
と
、
そ

し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
体
を
急
に
動
か
さ

な
い
こ
と
で
す
。
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、
で

き
る
だ
け
楽
に
シ
ン
プ
ル
に
、
少
な
い
距
離
と
時

間
で
移
乗
を
行
う
こ
と
で
腰
痛
予
防
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

    

当
施
設
で
は
、
毎
月
１
回
職
員 

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

外
部
研
修
会
に
参
加
し
た
内
容
や 

旬
の
テ
ー
マ
を
全
員
で
共
有
し
、 

利
用
者
の
皆
様
に
よ
り
よ
い
ケ
ア 

が
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

●
四
月
の
テ
ー
マ 

『
介
護
施
設
の
方
向
性
と
職
員
の
姿
勢
』 

講
師 

施
設
長 

井
上
俊
男 

 

世
の
中
が
高
齢
化
社
会
へ
と
変
化
す
る
中
、
介

護
施
設
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
以
前
と
は
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
身
体
ケ
ア
中
心
と
考
え

ら
れ
、
施
設
に
入
居
す
る
と
利
用
者
は
管
理
さ
れ 
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内
部
研
修
報
告 

 

外
部
研
修
報
告  

 

後期高齢者医療標準負担額・減額認定証 

単
調
な
「
あ
き
ら
め
」
の
毎
日
の
中
で
、
自
由
を
感

じ
る
こ
と
が
難
し
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
よ
り
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
思
考
傾
向
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
、
求
め
ら
れ
る
施
設
は
、
利
用
者
が

他
者
（
家
族
・
職
員
・
入
居
者
）
と
良
い
関
わ
り
が

持
て
、
自
分
の
存
在
価
値
を
自
ら
納
得
し
、
残
存
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
施
設
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
私
た
ち
職
員
自
ら
が
、
自
分
の
職
種
に
求

め
ら
れ
る
要
求
を
的
確
に
捉
え
、
実
践
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

 

 

●
五
月
の
テ
ー
マ 

『
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

講
師 

看
護
師 

田
巻
里
美 

 

 

           

梅
雨
の
時
期
に
発
生
し
や
す
い
「
食
中
毒
」
に

は
、
細
菌
性
食
中
毒
と
ウ
ィ
ル
ス
性
食
中
毒
が
あ

り
ま
す
。
症
状
と
し
て
、
下
痢
や
腹
痛
、
嘔
吐
、
発

熱
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
軽
度
な
症
状
か
ら
重
篤

な
も
の
ま
で
あ
り
、
高
齢
者
介
護
施
設
等
で
は
、
発

生
し
た
場
合
、
重
症
化
し
や
す
い
為
、
早
め
の
病
院

受
診
が
必
要
で
す
。 

 

食
中
毒
の
予
防
と
し
て
、
細
菌
性
の
場
合
、「
つ

け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」
と
い
う

３
原
則
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
性
の
場
合
は
「
持

ち
込
ま
な
い
」「
拡
げ
な
い
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
基
本
的
な
対
策
と
し
て
、
手
洗
い
を
し
っ
か

り
行
う
事
も
重
要
で
す
。
職
員
自
ら
が
感
染
源
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
予
防

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
修
会
で
学

ん
だ
内
容
を
共
有
し
な
が
ら
、
万
が
一
発
生
し
た

場
合
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

 
 

                               

梅
雨
の
庭
を
彩
る
紫
陽
花
の
季
節
も
そ
ろ
そ
ろ

終
わ
り
で
す
ね
。
紫
陽
花
の
花
言
葉
が
花
の
色
に

よ
っ
て
違
う
事
を
ご
存
知
で
す
か
。
青
色
は
「
冷

淡
、
無
情
、
高
慢
、
辛
抱
強
い
愛
情
」、
ピ
ン
ク
色

は
「
元
気
な
女
性
」、
白
色
は
「
寛
容
」。
土
壌
の
性

質
や
咲
い
て
か
ら
の
日
数
で
花
色
に
変
化
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
移
り
気
」
と
い
う
花
言
葉
も
持
ち
、

結
婚
式
な
ど
で
は
敬
遠
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
最
近
で
は
、
小
さ
な
花
の
集
ま
り
か
ら
、「
家

族
団
欒
・
家
族
の
結
び
付
き
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

と
し
て
、
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
の
演
出
を
担
っ
て

い
ま
す
。
考
え
方
ひ
と
つ
で
マ
イ
ナ
ス
も
プ
ラ
ス

に
転
じ
ま
す
。
紫
陽
花
の
よ
う
に
身
を
置
い
た
環

境
で
自
分
の
色
を
出
し
、
周
囲
を
癒
せ
る
人
に
な

り
た
い
も
の
で
す
ね
。 

さ
て
、
紫
陽
花
の
季
節
が 

終
わ
っ
た
ら
、
夏
本
番
で
す
。 

３
ヶ
月
予
報
で
は
、
平
年
同 

様
に
晴
れ
の
日
が
多
い
そ
う 

で
す
。
栄
養
と
質
の
よ
い
睡 

眠
を
心
が
け
、
猛
暑
に
備
え 

ま
し
ょ
う
。 

 
 

●
六
月
の
テ
ー
マ 

『
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
』 

 
 

 
 

 
 

 

講
師 

施
設
長 

井
上
俊
男 

 

認
知
症
の
方
は
、
多
く
の
不
安
を
抱
い
て
日
々

の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
徘
徊
、
騒
ぐ
、
暴
力
、

暴
言
な
ど
周
囲
の
人
を
混
乱
さ
せ
る
行
為
も
本
人

に
と
っ
て
は
、
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
行
動
で

す
。 例

え
ば
、「
財
布
が
無
く
な
っ
た
。
盗
ら
れ
た
。」

と
言
わ
れ
た
ら
、
反
論
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人
様

の
話
を
聞
き
、
一
緒
に
探
す
動
作
を
心
が
け
る
。
ま

た
、
お
茶
や
お
菓
子
で
一
服
し
、
関
心
を
逸
ら
す
な

ど
、
そ
の
場
面
に
あ
っ
た
対
応
が
必
要
で
す
。
多
く

の
対
応
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し

も
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の

方
の
性
格
や
価
値
観
、
ま
た
生
活
暦
を
把
握
し
た

上
で
、
気
持
ち
や
感
情
の
動
き
に
寄
り
添
う
事
が

求
め
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
、
医
療
側
（
心
療
内
科
等
）

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
に
な
り
ま
す
。 

  
 


